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 ナツミカンの木には多くの昆虫が訪れる。クマバチ

はよく来る昆虫の一つだ。 

 

 クマバチ（いわゆる「熊ん蜂」）は、黒くて大型で、

ブンブン翅音をたてて飛ぶので、いかにも恐ろしげだ

が、実は極めて温厚なハチで、人を刺すことはほとん

どない。オスには毒針すらなく、手のひらに載せても

大丈夫だ。アカシアやフジなどのマメ科の花を好むが、

今の時期はミカンの花がターゲットのようだ。 

 

 アゲハもよく来る。ナミアゲハ（普通のアゲハ）が

多いが、アオスジアゲハ、クロアゲハ（写真）もよく

見る。アゲハが来るのは、主として産卵の為だ。幼虫

が柑橘類（ミカン、ナツミカン、サンショウなど）の

葉を好んで食べるからだ。ミカンの木は葉を食べられ

ると、ある種の「匂い物質」を放出し、肉食性のハチ

を呼び寄せるらしい。つまり、ミカンの木の立場では、

アゲハ類は「邪魔な存在」だと思っていた。 

 

 しかし、このクロアゲハは、産卵行動は見られず、

盛んに吸蜜をしていた。つまり送粉もしていることに

なり、ミカンの木にとっても役立っていることになる。 

 テントウム

シの幼虫も多

い。葉の根元や

枝に、エサにな

るアブラムシ

が多いからだ。

コイツは幼虫

のくせに、成虫

と同じような肢を持ち、かなりのスピードで歩く。ま

ことに幼虫らしくない、あるまじき行為だ。 

 テントウムシは、完全

変態である。従ってサナ

ギもよく見つかる。「動

かないテントウムシ」と

いう感じの姿なので、葉

っぱごと採取して、その

まま蓋付きシャーレに

入れておくと良い。 

 これがテントウムシ

の羽化の一瞬である。

ナミテントウの 19星

型なのだが、羽化直後

は黄色くて模様がない。

その後、ポラロイド写

真のように、少しずつ

模様が現れるのだ。 


